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議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．協議事項 

   ⑴取組実行計画について 

   ⑵文書質問について 

   ⑶関係例規の整備について 

   ⑷その他 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前１１時１０分 

 

◎開会の宣告 

○吉成委員長 では、皆さん、改めましてこんにち

は。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○吉成委員長 先ほどの予算常任委員会全体会とい

うことで、引き続きの議会運営委員会、いよいよ

議会運営委員会も残すところ数回となりました。

本日はちょっと資料がたくさん皆さんのお手元に

あります。ですから、説明事項が大変に多くなっ

ておりますので、ぜひともその辺はご理解の上ご

協議のほどよろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○吉成委員長 それでは、早速３の協議事項に入っ

てまいります。 

  ⑴取組実行計画について。 

  皆さんのお手元に取組実行計画（案）をお示し

をさせていただいております。これにつきまして

は、この当然議運、それから会派代表者会議、正

副委員長会議で説明を行って、３月８日までに取

組実行計画に対するご意見等を求めたわけであり

ますが、その中で１件意見がございました。 

  ちょっと取組実行計画（案）のほうをお開きく

ださい。 

  ページは３ページからを見ていただきたいと思

うんですが、ここを見ていただくと議会の取り組

み、アウトプットですね。アウトプットに関しま

しては①、②、③、こういった表示をしています。

そして、その下の市民に対する効果、成果、アウ

トカムの部分は以前は実はここも同じように①、

②という表示をしておりました。ご指摘があった

のは、上と下が完全に関連しているのかというこ

とですけれども、当然これは関連しているという

意味ではなくて、アウトカムについてはアウトプ

ットから生まれてくる幾つかの事項ということに

なりますので、当然同じではないわけですね。そ

こでわかりやすくする意味で①、②の表現ではな

くて、ＡＢＣの表現に変えました。そのご指摘を

受けて１点変えたというのが今回の素案でありま

す。これらについて皆さんからご意見いただけれ

ばと思います。あとは、変わったところはござい

ません。 

  補足で説明があれば係長、お願いします。 

  係長。 

○関根議事調査係長 お手元にお配りしましたもの

につきましては、もう１点実際に計画とする部分

と違う部分がございます。うちのほうからご説明     

○吉成委員長 すみません、１点抜けていました。 

  担当という部分をごらんになってください。そ

のわきに担当と書いてあります。今の３ページか

ら最後の10ページまで、前回までは担当は入れて

いませんでした。これについてはもう以前の議運

の中でどこが担当するかというのは全て一覧表で

皆さんにお示しをして了解を得ていますので、特

段要らないだろうと思ったのですが、わかりやす

いということではこの担当をここに表示をするこ

とにいたしました。どこが扱うかということです

ね。どこが担当するかという意味です。これは以

前に決まっているとおりのものをここに全て当て

込んだということです。それでわかりやすく表現

しているということです。 

  ただし、これについてはこの議運での資料とさ

せていただきたいと思いますので、全ての資料の
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中にこれを入れるということではございません。

今後協議を進めていく中では非常にわかりやすく

してありますので、この担当というのを今回入れ

させていただいたということです。すみませんで

した。 

  皆さんのほうから何かご意見ございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 今度議会活性化特別委員会ができると

いうことがあった中で、例えば現状議運担当にな

っているものは今度例えば活性化の人にかわると

かそういうことも考えられるのでしょうか。 

○吉成委員長 活性化で担当するものが２つという

ことで前回決めておりますので、それから議会活

性化特別委員会の扱う事項としても当然２項目と

いうことで決定をしておりますので、基本的には

２つの項目で活性化のほうは行っていくというの

が基本だと思っております。 

○森本委員 わかりました。 

○吉成委員長 ただし、その後当然議運であったり、

それから議長のほうの例えば要望があったり、そ

ういった場合に活性化のほうで担当する事項がふ

える可能性はゼロではないと思います。 

  そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 それでは、今回の那須塩原市議会取

組実行計画（案）になっておりますが、これで議

運としては皆さんの了解を得たということでよろ

しいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、これらについて最後にま

たご説明は加えますが、この後の全協の中でご報

告をさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

  それでは、次に⑵の文書質問についてを議題と

させていただきます。 

  すみません、先ほどの抜けました、もう１点。

この後の全協で説明をさせていただいて、最終日

15日になりますが、議会最終日には発議としてこ

の取組実行計画は出させていただきますので、そ

の点もよろしくお願いをいたします。 

  すみません、あと資料をちょっと１点抜かして

しまいました。発議第１号という資料がこの後に

ついております。その15日の件につきましては、

このような形で議員の皆さんには資料として概要

版をお渡しをして、説明にかえさせて……すみま

せん、この後の全協ですね。全協においてはこの

資料として今回説明をさせていただいて、それか

ら15日の本会議においてはただいまご承認をいた

だいたこの計画をお示しをするという形をとらせ

ていただきたいと思いますので、その点もあわせ

てよろしくお願いをいたします。 

  それでは、改めまして…… 

〔「委員長、ちょっといいですか」と言う

人あり〕 

○吉成委員長 はい、鈴木委員。 

○鈴木委員 すみません。これを見て１ページのと

ころで計画期間が31年、19年から20年の３月まで

になっていますよね。１年間ですよね、この計画

は。１年なんですよね。だけれども、活性化の例

えばいろいろ取り組みがあったとすると、あれは

特別委員会で２年間でやるんですよね。 

○吉成委員長 そうですね。項目によってはそうな

りますね。 

○鈴木委員 この段階はとりあえず１年間で担当す

ると。結果が出なくてもいいということですね。 

○吉成委員長 これはその下の議会活動マネジメン

トサイクル、これを１年間で回していこうという

ことでそのような計画期間となっているというこ

とです。 

○鈴木委員 ちょっと期間がずれるけれども、それ
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はそれでいいと。 

○吉成委員長 同じですよね。検証自体は１年でや

ることになるので。 

○鈴木委員 一緒ということでいいんですね。ちょ

っと気になったんですけれども。 

○吉成委員長 はい。 

  たびたびすみません。議会の委員長報告の初日

にも申し上げましたが、今回のこの計画に関しま

しては発議をして即決扱いと、即決議案として取

り扱うということでよろしくお願いいたします。 

  じゃ、よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、改めまして⑵の文書質問

の方に移ってまいりたいと思います。 

  それでは、文書質問のほうの資料をごらんいた

だきたいと思います。 

  既に以前に文書質問に関する規程ということで

案を皆さんにお示しをさせていただきました。そ

の案に対しまして、総務部の例規担当者との協議

をした結果、３点の修正が示されております。そ

の３点につきましては事務局のほうから説明をお

願いしたいと思います。 

  係長。 

○関根議事調査係長 今ございましたとおり、もう

事前協議ということで議長から市長宛てにという

ことで事前協議をさせていただきました。その結

果、後ろのページをごらんいただければと思いま

す。 

  ３月８日付でこの文書質問制度に関する事前協

議に対する意見ということで、３つ回答をいただ

いてございます。こちらにありますとおり、１番

が文書質問によって市長等の職務に支障が生じる

ことのないように努められたい。それから、２番

につきましては制度説明を執行部のほうにもして

いただきたい。３番につきましては、疑義が生じ

た場合には協議の場を設けていただきたいという

ふうな３つでございます。 

  また表面に戻っていただきまして、今申し上げ

ましたのは１番の協議結果というようなところで

ございます。 

  それに対する意見に対する対応ということで、

２番のところでございますが、⑴１番の部分に対

しましては既定の第２項に設けてございます文書

質問については不開示情報を対象としない等々適

切に運用することをうたってございますので、そ

れを適切に運用することで対応しますよというふ

うなご回答でいただいたというところが１番でご

ざいます。 

  ２番に関しましては、部長会議が執行部の会議

としてございますので、例えばですけれども、今

申し上げた部長会議なんかで、これは具体的に申

し上げますと事務局長対応になるものかと思いま

すが、そのような場で執行部側にもこの制度の趣

旨、それから内容を説明していきたい、そんなふ

うに考えてございます。 

  最後に、⑶としましては協議の場ということで

すけれども、これまでも文書質問を議会運営委員

会でやってきてございますので、当然の原則とし

て議会運営委員会がその協議の場になってこよう

かと思います。ただ、今回の文書質問においても

事前にした協議ということで正副委員長と総務部

で打ち合わせをしてございますので、必要があれ

ばそんなこともやる必要があるだろうと思ってご

ざいますし、内容によって執行部側も総務部長が

対応するのか、場合によっては副市長さんが対応

されるのか、この辺はケース・バイ・ケースにな

ると思いますので、その案件案件で必要な場を設

けていきたい、そんなふうに考えてございますの

が３番でございます。 

  なお、３番にありますとおり、今後のスケジュ
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ールということですけれども、この後、幾つか技

術的に総務部のほうからあの後意見をいただいて

いるのもございますので、この後の議題の中で少

し説明をさせていただくことにいたしまして、本

日の議会運営委員会の中で文書質問に関する規定

などの検討、決定をすれば、事前協議を終えてい

ますので、今度は本協議ということで再度執行部

のほうに本協議書という文案のところをお送りす

る予定でございます。事前協議を終えていますの

で、この日に意見ということでは出てこないかな

ということは予想されますので、おおむね１週間

弱の中で意見の回答を求めまして、それをもって

総務部の例規審査会のほうに進んでいきたいと思

ってございます。 

  ⑶にありますとおり、３月26日に総務部の例規

審査会がありますので、そちらを経て案ができま

したらば、４月18日の全協のほうにおかけしまし

て皆様の了承をいただく、そんなふうなスケジュ

ールで考えてございます。 

  説明は以上でございます。 

○吉成委員長 特別この資料の説明はいいですか。

実際の。 

○関根議事調査係長 この後の議会関係例規の整備

というようなところでご説明させていただければ

と思います。 

○吉成委員長 わかりました。 

  それでは、ただいま係長から説明いただきまし

たが、何かございますか、皆さんのほうからご意

見は。 

  出された３点の指摘については、ただいま意見

の対応については２のほうで説明いただきました

が、このような対応をするということでよろしい

ですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような扱いとさせていた

だきます。 

  それでは、続きまして⑶の関係例規の整備につ

いてを議題といたします。 

  今これ本当にたくさん今回あります。まずは議

会だより編集委員会、そして議会報告委員会の統

合について、これについては広聴広報特別委員会

を設置することになっております。また、議会活

性化特別委員会の設置もあります。このようなこ

とから、議会だより編集委員長、また議会報告委

員会委員長からもご意見を伺うとともに、会派代

表者会議にも諮っております。その結果として、

関係例規の整備が必要ということで、今回お示し

を皆さんにするということです。 

  それでは、係長のほうから説明をお願いいたし

ます。 

○関根議事調査係長 委員長からも今お話ありまし

たとおり、議会運営委員会が中心となって進めて

きた幾つかの事柄について、決定、実施の段階に

当たって例規の変更を伴う事案が出ております。 

  資料の１番の⑴から１ページにもわたりますが、

おおむね４つの視点から変更等が必要になるもの

と考えてございます。初めから説明させていただ

きます。 

  １番、設置改正を伴う例規等ということで、ま

ず⑴文書質問に係るものということで、今お話し

申し上げましたまさしく文書質問に係るものでし

て、①にありますとおり、那須塩原市議会文書質

問に関する規程、こちらを制定いたします。内容

につきましては、文書質問に係る運用等々につい

て規程として新たに設けるものでございます。 

  後段に新旧対照表、それから例規そのものを載

せていますが、それはこの後担当者のほうから説

明しますので、まずはこのペーパーで概要だけご

説明させていただこうと思います。 

  次に、⑵特別委員会の設置等に係るものという
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ことで、これも委員長からありましたとおり、特

別委員会の設置、統合に伴いまして、まず①とし

て那須塩原市議会会議規則の一部改正が必要にな

ります。こちらの概要に関しましては、会議規則

166条の別表にあります議会だより編集委員会、

それから議会報告委員会、こちらを削除するもの

でございます。また、あわせましてこの会議規則

を見直ししましたところ、字句の整理、参照条文

の誤り等がありますので、そちらの修正をさせて

いただければと思ってございます。 

  次に、②那須塩原市議会だより編集規程の一部

改正でございます。こちらにおきましては、議会

だより編集委員会の設置根拠であります設置構成

等々について規定されているわけでございますが、

そちらを広聴広報特別委員会が実施する規定に改

めるものでございます。 

  ③は②と同じなんですが、議会報告会の設置根

拠となってございます実施要綱、こちらを一部改

正しまして、これも②と同様に議会報告委員会の

設置構成等々について書いてある部分を広聴広報

特別委員会が実施する規定に改めるものでござい

ます。 

  ④につきましては、関連ということで、今回広

聴広報特別委員会を設置するというふうなことで

ございますので、それにあわせて議会基本条例の

検証でございました17条の見出し、あちらが広報

広聴のままですので、今回の広聴広報特別委員会

の設置にあわせ整合を図るものでございます。見

出しを広聴広報機能の充実に改めるものでござい

ます。 

  次は⑶政務活動費、タブレット端末導入に係る

ものということで、平成31年度当初予算にもあり

ますとおり、タブレットの通信費につきまして議

員の利用負担金が計上されているところでござい

ます。それにあわせまして、政務活動費に関する

条例、条例施行規則、施行運用指針につきまして、

それに対応する改正を行うものでございます。概

要にありますとおり、現在視察費となっています

ところを視察費を含む調査研究費に改めますとと

もに、タブレット端末利用料を活用できますよう

通信費を追加するものでございます。 

  次のページに移っていただければと思います。 

  続いて、もう一つ⑷としまして、改元に関する

ものということで、那須塩原市議会の先例・事例

集、こちらの第１条に平成何年度第マル会という

ふうな規定がございます。その平成と入っている

元号の部分を今後の元号の改正にも対応できるよ

う（元号）というふうに改めたい、そんなふうな

内容でございます。 

  先ほど申し上げましたとおり、具体的な改正点

はこの後担当者のほうから説明をしたいと思って

おります。 

  最後に、３番のスケジュールでございます。基

本的なリズムとしましては、いずれも本日の議運

で決めていただきました後、総務部の例規審査会、

それから全協、そして本会議というふうに映って

いきたいと思ってございます。ただし、ちょっと

表が見づらくて大変恐縮なんですが、特別委員会

の設置も絡んできますので、５月15日の本会議の

後の全協で決めることになるであろう部分があり

ますので、全協については４月18日というふうな

ものと５月23日というふうなものと２つのパター

ンがあることにご留意いただければと思います。 

  一番上にあります文書質問に関する規程につき

ましては、規程ですので議運、例規審査会と進ん

で４月18日の全協でお諮りしたい、了承いただき

たいと思ってございます。 

  ２番目の会議規則につきましては、議会の議決

で決めることになってございますので、議運、例

規審査会、全協と進んだ後、５月15日の本会議で
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改正を諮っていただきたいと思っております。た

だし、後日特別委員会の設置が議論されますので、

それを受けてというふうになろうかと思います。 

  それから、だより編集委員会と報告委員会の実

施要綱、こちらにつきましては先ほど来申し上げ

ているとおり５月15日に特別委員会が設置された

後、全協に諮ることになろうかと思いますので、

５月23日というふうな日付を入れているところで

ございます。 

  基本条例につきましては条例案件ですので、本

会議対応になってございます。その後、政務活動

費につきましても条例は議会対応、それ以外は全

協の了承を得るというふうな対応で進めていきた

い、そんなふうに思っております。 

  なお、一番最後の米印に書いてありますとおり、

この例規審査会なんかにかけていく中で、技術的

な変更、指摘を受ける場合がございます。そちら

は変更等が必要になった場合に改めて議会運営委

員会で報告させていただいて、全協のほうに進ん

でいきたい、そんなふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 じゃ、続けてよろしいですか、説明

いただいて。 

  室井さん。 

○室井主査 私のほうから、実際の例規改正の内容

についてご説明差し上げたいと思います。 

  まず、初めに文書質問に関する規程に関しまし

ては、お手元に今回は制定なので新旧対照表では

なくて制定文ということでお示しさせていただい

てございます。内容につきましては、２月８日の

議会運営委員会で一度お示しさせていただいてお

ります規程と同じでございます。そんな中でも、

先ほど事前協議というところで資料のほうに提示

させていただいた中で、３つの項目があったと思

うんですが、それとはほかに規程そのもので変更

というか、こうしたほうが技術的によろしいです

よというところでご指摘いただいた部分がござい

ます。それについては、ごめんなさい、前回お配

りした規程がちょっとお手元にはご用意していま

せんので、私のほうで簡単に説明させていただき

ますと、第２条のところに「文書質問は次に掲げ

る事件等に限り行うものとする」と、これは前回

と変わりません。その後にただし書きが追加とな

ってございます。「那須塩原市情報公開条例第６

条に規定する不開示情報はその対象としない」、

実はこの文言はその後の第２項、「議員は大量の

文書質問により」とありますが、前回お示しした

中ではこの間に入っていたものでございます。こ

れを総務部のほうで見たところ、第２条の１項の

ほうにただし書きで追加したほうがよろしいので

はないかというところで、このような形で提示さ

せていただいたものでございます。 

  次は、第３条のところで「文書質問を行う議員

（以下、質問者という）」、この表現が実は前回

はございませんで、前回は「議員は文書質問を行

うときは」というふうになってございました。要

は、「以下、質問者という」というこの略称を入

れることで、次からも「文書質問を行う議員」と

いう説明じゃなくて「質問者は」というふうに略

されるように、こういったものが技術的には他の

例規でもこのようにやってございますので、そう

いったご指摘がございました。 

  それに関連して、先ほどの質問者というのがそ

れ以降の条文でも規定されているというところで、

それ以外は基本的には２月８日の議運でお示しさ

せていただいた案と変更ございません。 

  ⑴についての内容は以上です。 

  続いて、⑵特別委員会の設置、統合にかかわる

例規という関係で、全部で４つございます。皆さ

んのお手元には、文書質問に関する規程の後ろに
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ホチキスどめで、まず横で会議規則の一部改正の

新旧対照表がついていると思います。横型の新旧

対照表ですね。 

  じゃ、まずは会議規則に関してご説明差し上げ

ます。 

  基本的になんですけれども、先ほど係長からも

ご説明ありましたように、今回会議規則の改正の

メーンとなるものは、５月15日に臨時議会で特別

委員会が設置された場合に、今回会議規則の別表、

こちらに今年度追加しました議会報告委員会、も

ともと書いてございました議会だより編集委員会、

こちらの削除というのがございます。 

  メーン的な改正はこちらだけだったんですが、

これまでいろいろ総務部とも協議していく中で、

字句の整理というところで、都合33条分あるんで

すけれども、この中で基本的には新旧対照表をま

ず第７条をごらんいただきたいんですが、これは

常用漢字の規定の中で全てと言うものは漢字表記

ということになってございました。そちらは平仮

名表記になっていましたので、そちらに漢字表記

に変更するもの。 

  その下に、（休会）の10条関係で、現行では第

114の（議員に請求による会議）というこれ見出

しですね。通常どの例規を見ても、条文中に関連

条文の表記をするときには見出しは記載しません。

これがずっと入っていたのでこれを削除します。 

  そのずっと下に行っていただきまして、あとは

備えですね。案を備えるという14条をごらんいた

だきたいんですけれども、これも漢字表記という

ものが常用漢字で平仮名になってございます。 

  また、これが結構数が多かったんですけれども、

ちょっと裏面めくっていただきますと、第23条、

延会の場合の議事日程のほうに２行目のところに

「またはその議事が終わらなかったときは」、終

わるというのも基本、わが入るというのが通常で

ございますので、修正しました。 

  それらを今回全部で33条分あるんですけれども、

「全て」という表記が８カ所、「備え」が２カ所、

「終わる」が10カ所、見出し書きの削除が全部で

35カ所。また、関連条文の要は自治法の改正があ

ると当然それを表記しているのが会議規則にもあ

るのですけれども、その自治法の改正があったと

きに一緒に修正を今回、特に前回しなかったのが

あったので、条ずれと呼ばれるものがあります。

そういったものが全部で４カ所、それを修正する

ものでございます。 

  あと、もう１カ所ですね、この新旧対照表の一

番後ろ、資料のところに政治倫理審査会、これも

本年度追加したものですけれども、この政治倫理

審査会のところがありまして、その隣に目的と５

行程度書いてあるのがありまして、その横、構成

員というので議長が今までは委嘱した議員となっ

ております。これは政治倫理条例のほうを見ます

と、議長が指名した者ということになっています

ので、これもあわせて修正させていただければと

いうものが会議規則の今回の改正ということで、

基本、メーンはだよりと報告会を削除するだけな

んですが、それらもあわせて改正させていただく

ということになってございます。 

  続きまして、議会だより編集規程と議会報告会

実施要綱をあわせてちょっと説明させていただき

ますが、２つとも規定の中に委員会設置の規定と

委員会の規定が両方ともございまして、こちらに

ついてなんですけれども、当然これは議決で委員

会の設置及び委員の指名、また正副委員長も議長

の指名ということでなっていますので、あえてこ

こでうたい込む必要がなくなります。そして、そ

のためにどのように変更するかというと、議会だ

よりであれば、これはあくまで編集する委員会と

いうことで、第２条を（編集）としまして、「議
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会だよりの編集は議会の議決により設置される広

聴広報特別委員会が行う」、報告会のほうのやは

り委員会が行うべきところ、運営ですね、こちら

も同じように……すみません、ちょっと訂正させ

ていただきます。報告会ですね。「報告会の運営

は議会の議決により設置される広聴広報特別委員

会が行う」と。失礼しました。 

  ちなみに、これは参考としたのが東京都内の小

平市議会がこういった形で行っておりましたので、

ちょっとそれを参照させていただいたところです。 

  もう１枚、新旧対照表のほうで基本条例の一部

を改正する条例案の新旧対照表、こちらも基本条

例の検証の中で皆様にご議論いただいた中での一

つとして、あわせて今回「広報広聴機能の充実」

の見出しを「広聴広報機能の充実」という形で改

正する資料となってございます。 

  私のほうからは以上ございます。 

  続いて、ちょっと政務活動費の条例に関しての

説明をさせていただきたいと思います。 

○田野課長補佐 それでは、政務活動費に関する条

例改正についてご説明させていただきたいと思い

ます。 

  先ほど関根係長のほうからご説明があったとお

り、平成31年度より議会タブレットの導入に伴い

まして、議会タブレット端末の通信料、議員負担

金を充当可能とするような通信費を追加するため

に、関係条例、規則、使途運用指針の改正を行う

ものでございます。 

  改正内容でございますが、条例につきましては

政務活動費を充てることができる経費の範囲の別

表第５条の関係の改正についてでございますが、

「視察費」を「視察費を含む調査研究費」と改め

るとともに、タブレット端末を活用できるような

通信費の文言を追加するものでございます。 

  そちらにつきましては、２ページのほうですね、

開いていただきまして、条例の新旧対照表のほう

がございます。そちらが別表第５条関係でござい

ます。 

  項目のほうが、これまで視察費であったものを

調査研究費と改めまして、内容の部分でございま

す。内容の交通費と宿泊費と施設入場料の次に通

信費の文言を加えまして、改正するような案とな

っております。条例につきましてはその点でござ

います。 

  規則につきましては、様式の第１号、政務活動

費の収支報告書の様式の変更でございます。 

  こちらのほうも３枚目の新旧対照表のほうをご

らんください。 

  様式の第１号、第２条関係ということでござい

まして、こちらの表の項目の一番上でございます。

これまで視察費であった項目の部分を調査研究費

ということで改めるような規則の改正でございま

す。こちらについてが規則の改正でございます。 

  あと、３点目、使途運用指針のほうの改正でご

ざいますが、こちらはまた別のページにあります

政務活動費使途運用指針の案とありまして、そち

らのほうも改正部分のみ抜粋しているものでござ

います。こちらも先ほど来からの調査研究費に改

めましたものをそのまま調査研究費のほうに改め

まして、通信費を加え、10ページにあります使途

基準の細目という欄でございますが、そちらにつ

いても項目欄を調査研究費に改めまして、次のペ

ージ、11ページには調査研究費の⑷のところに通

信費を加えまして、こちらのほうを議会タブレッ

ト端末通信料議員負担金充当可能とするものとい

うことで追加させていただきまして、その他のと

ころ、こちらのほうを改正させていただくもので

ございます。 

  改正内容としましては、そちらの３つの関係条

例、規則、使途運用指針のほうを改正させていた
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だくような予定となっております。 

○関根議事調査係長 すみません。それと、⑷会議

に係るもの、資料はないんですが、口頭でご説明

させていただきます。 

  現在先例・事例集におきまして、議会の呼称は、

略しますが、定例会、臨時会の区別なく平成マル

マル年第マル会那須塩原市議会定例会もしくは臨

時会とし、暦年更新するというふうになってござ

います平成というふうな部分を（元号）というふ

うに変更して、そんなふうに考えてございます。 

  それと、すみません、先ほど私文書質問のとこ

ろで、協議の場を議会報告会というふうに申し上

げたそうですので、議会だより委員会に改めさせ

ていただきます。申しわけありません。 

  説明は以上でございます。 

○吉成委員長 大変数多くの説明をいただきました。 

  皆さんのほうからございますか、何か。 

  難しい話ではないんですが、ただ細かなところ

がたくさん改正せざるを得なくなっているという

ことであります。このような形で進めるというこ

とで、それではよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような形で変更も進めさ

せていただきますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

  それでは、⑷のその他に移りたいと思います。 

  ⑷のその他についても資料が出ておりますので、

こちらについても、それでは事務局から説明をお

願いします。 

  係長。 

○関根議事調査係長 それでは、資料の全国市議会

議長会の資料を見ていただければと思います。 

  今回の改元を受けまして、先ほども先例・事例

集のところでもお話し申し上げたとおり、現在平

成マルマル年第何回那須塩原市議会定例会となっ

ている部分について、現在当然31年度第１回定例

会をやっているわけですが、通常であれば平成の

改元がなければ５月の臨時会は平成31年第２回と

いうふうになるものでしたが、今回改元がござい

ますので、新元号第マル回というふうになろうか

と思います。そのマル会を暦年で第１回を今やっ

ているので、第２回とすべきなのか、改元を重ん

じて新元号第１回とすべきなのか、それともその

他の策をとるべきなのかというふうなところが大

分、市議会議長会のほうに問い合わせがあるそう

なんです。それを受けまして、今申し上げたこの

案が出ておりまして、具体的にはこの２番の①か

ら④にある４つの方法が提示されております。い

ずれも間違いではない。どれをとっても適法です

よというふうな中で、あとはそれぞれの議会がど

う対応するかというような部分だというふうなご

説明でございます。 

  ①、②に関しましては、今申し上げましたとお

り、改元に関係なく第２回としたのが①、改元を

重んじて改元第１回とするものが②。３番、４番

につきましては国会のような通番もとっておりま

せんので、実質的には①、②の選択になるのかな

というふうなところでございます。 

  なお、実はこの市議会議長会のお問い合わせ先

に書いてあります方と先日研修会でお話を聞く機

会がございまして、①、②の実質的な選択になる

と思うけれども、技術的な話の中で、②を選んだ

場合、新元号を重んじて新元号第１回とする場合

には、第１回の定例会というか、議会が２回重複

するので、議案番号も重複してくるので、議案番

号の呼び方は新元号議案第何号とか、そういった

形にしないと整理がつきませんよというお話があ

りましたので、技術的には２番のほうがやや面倒

といいますか、事務的な負担があるというふうな

ところだけ申し上げたいと思います。 
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  説明については以上でございます。 

○吉成委員長 これ、実際にはここで決めないとま

ずいということになりますかね。 

  係長。 

○関根議事調査係長 スケジュール的には５月15日、

先ほど来ほかのスケジュールで出ていますとおり、

５月15日にその議会がやってまいりますので、実

質的には４月18日の全協ぐらいには皆様の了解を

得るべきだろう、そんなふうに考えてございます。 

○吉成委員長 ありがとうございます。 

  今係長から元号が変わるということで今後の定

例会、それから臨時会の称呼が変わってきます。

それらについてどういう扱いをするかということ

で説明をいただいたわけです。全国市議会議長会

の事務局のアドバイスによれば、４つの案のうち

の①、新元号になっても現在の議会番号をそのま

ま踏襲して使っていったほうが混乱が少ないとい

うか、手間が余りかからないんじゃないんでしょ

うかというアドバイスをいただいているというこ

とですが、皆さんのご意見をいただきたいと思い

ます。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 １番でいいと思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、議運としてはこの①を採用す

るということで４月18日の全協で報告するという

ことでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような形をとらせていた

だきます。 

  じゃ、続きまして、その他ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 事務局のほうから、その他、ほかに

はございますか。ありませんか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 皆さんのほうからございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 ありません、はい。 

  じゃ、私のほうから１点だけちょっとお諮りを

しておきたいと思います。 

  先ほど皆さんにご承認をいただきました取組実

行計画の件なんですが、実際にこれをホームペー

ジ等で、了解を得て発議をして当然それが可決さ

れるという運びになればホームページ等でお示し

をすることになるんですが、あのままもしホーム

ページに載せた場合には、なかなか市民の方々に

はぱっと見てわかりやすいのかといえばわかりに

くいんだと思うんですね。我々議員だからこそわ

かるという部分があると思いますので、あれらに

ついても今後皆さんにお諮りをもちろんしながら

ですが、概要版をつくってお示しをしたいと思う

んですが、そういう運びでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 そのような取り扱いとさせていただ

きますので、よろしくお願いします。 

  では、⑷のその他についてはよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○吉成委員長 じゃ、大きなその他で何かございま

すか。 

  皆さんからどうでしょう。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 事務局のほうはどうですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 ありません、はい。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○吉成委員長 じゃ、以上をもちまして本日の議会

運営委員会、終了とさせていただきます。 

  大変にありがとうございました。 

 

閉会 午前１１時５３分 

 

 


